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評価結果の総合所見 

本課題は、CRISPR で困難な領域に対応するため、TALEN 類似技術を改良し、高効率なオルガネラ

ゲノム編集基盤を確立し、精度と利便性を向上させることを目指すものである。 

目標達成と企業との共同研究の進展により、次の研究開発フェーズへの移行に十分な成果が得ら

れ、イノベーション創出が大いに期待される。 

基礎技術から応用展開まで着実に成果を上げており、ゲノム編集技術の実用化に向けた課題解決

が進んでいる点を高く評価したい。また、研究成果は迅速かつ着実に論文化されており、各セクターへ

のアピールにもつながっていると認められることに加え、多数の共同研究による産学連携の活発な取

り組みも評価できる。 

植物のゲノム、葉緑体、ミトコンドリアの全てをターゲットとするゲノム編集技術を確立し、様々な植

物を対象とした実用化と企業化を進め、日本の産業に貢献することを期待する。 
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